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シンチレータは X・γ 線などの放射線との相互作用によって即発的に低エネルギーの光子を放

出する蛍光体であり、医療やセキュリティ、資源探査などの様々な分野に応用されている。本研

究ではシンチレータ材料の候補として AESiO3 (AE = Ca, Sr, Ba) に着目した。本材料は、白色LED

などの蛍光体の分野で盛んに研究が進められている[1]。一方で、シンチレーションについての報

告はEu 添加 BaSiO3単結晶 [2]および多結晶[3]、および Pr 添加 CaSiO3 単結晶[4]に限られるため

研究の余地が大きいといえる。そこで今回我々は、フローティングゾーン法を用いて許容遷移由

来の短い減衰時定数を示すCeを１%添加したAESiO3単結晶を作製し、そのシンチレーション特性

を評価した。 

図 1 に作製した単結晶サンプルの外観を示す。全てのサンプルは白色透明であった。図 2 に X

線誘起シンチレーションスペクトルを示す。CaSiO3、SrSiO3, BaSiO3はそれぞれ 390, 360, 410 nmを

中心とするブロードな発光が得られ、減衰時定数からそれらの発光は Ce3+の 5d-4f 遷移に由来す

ると考えられる。本講演ではこの他に、フォトルミネッセンス特性、シンチレーション減衰曲線、

パルス波高スペクトルについて報告を行う。 

 

 

図 1. サンプルの外観。 図 2. 発光強度を規格化したX線誘起シンチ

レーションスペクトル。 
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